
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学位論文内容の要旨 

本学位論文は，地域包括支援センター（以下，包括）の専門職を対象に認知症が疑

われる高齢者（以下，認知症者）の鑑別診断に向けた受診援助における医療機関との

連携実践に関する研究を行ったものである。 

認知症は，認知機能障害のみならず，多彩な行動・心理症状を呈し，ミクロ・メ

ゾ・マクロのレベルで多大な負の影響を及ぼす疾患である。その一方，近年では認知

症の原因疾患の半数を占める「アルツハイマー病」などの進行遅延薬が開発され，一

部の疾患では治療法が確立しつつあることで，その影響を最小限に留めることが可能

になってきている。またこれによる大きな効果を見込むためには，認知症者に対して

発症後の早期から適切な治療を開始することが重要であり，認知症者の早期発見・早

期受診への対策が急務とされる。包括は，その実現に向けた中核機関として位置づけ

られているものの，受診に直結する援助でもある医療機関との連携に難渋している現

状がある。そこで本論文では，包括の専門職による医療機関との連携実践に関する実

態と，当該実践の関連要因を実証的に明らかにすることとした。 

第 1章では，認知症者が早期に認知症専門医のいる医療機関での受診を可能とする

ための保健医療福祉の専門職・非専門職による連携モデルの開発を行った。既存の国

策ならびに先行研究などを参考に，認知症者の早期発見・早期受診において要となる

者の選定を行い，インボランタリー・クライエントへのアプローチに関する理論を参

考に，実践理論レベルを想定した理論モデルを構築した。その結果，早期発見・早期

受診の要となる専門職・非専門職として，地域住民，民生委員，包括，認知症専門医

のいる医療機関が推測され，各人および機関が遂行すべき役割と一連の有機的な連携

の過程が示された。また認知症者の受診の中核には包括が位置しており，包括による

受診援助の重要性が再確認された。 

第 2章では，包括の専門職による医療機関との連携実践の実態を明らかにした。本

研究では，当該実践に関する現状と課題を明示するため，「かかりつけ医」ならびに
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「認知症専門医のいる医療機関」との連携実践について各々潜在クラス分析を用いて

類型化を行った。加えて，推定された両連携実践の各潜在クラス間に共分散を認め，

両者の関係性を検討した。その結果，「かかりつけ医との連携実践」では 5クラス

（【情緒的関与要統制型】【現病情報収集困難型】【連携難渋型】【連携擬態化型】【連携

実践型】），「認知症専門医のいる医療機関との連携実践」では 4クラス（【情緒的関与

要統制型】【連携難渋型】【連携擬態化型】【連携実践型】）が抽出された。また両連携

実践の潜在クラスの組み合わせについて，ともに【連携実践型】の特徴を呈する専門

職は全体の約 4割に留まっていた。「かかりつけ医との連携実践」が【連携実践型】で

ある専門職の 90.2%が，「認知症専門医のいる医療機関との連携実践」も【連携実践

型】であり，高い一致性を示した。以上より，両連携実践に向けた介入が独立したも

のでないことがうかがわれた。 

第 3章では，包括の専門職による医療機関との連携実践に関連する要因を明らかに

するため，「認知症に関する知識」などを専門職レベルの，包括の医療機関の整備状況

を都道府県レベルの独立変数に，「かかりつけ医との連携実践」「認知症専門医のいる

医療機関との連携実践」を従属変数としたモデルをそれぞれ構築し，マルチレベル構

造方程式モデリング（パス解析）により各変数間の関係性を検討した。その結果，「か

かりつけ医との連携実践」には専門職レベルのうち「かかりつけ医の協力度」「会議開

催数」「認知症専門医療機関への受診方法の知識」などの 4要因が有意な関連を示し，

都道府県レベルでは「かかりつけ医認知症対応力向上研修の受講者数」は非有意であ

った。また「認知症専門医のいる医療機関との連携実践」には，専門職レベルのうち

「認知症専門医療機関への受診方法の知識」「認知症の診断方法の知識」「受診待機日

数の調整機能」など 5要因と，都道府県レベルでは「認知症疾患医療センターの設置

数」「認定専門医数」が有意な関連を示した。 

第 4章では，以上の結果を踏まえて本論文の結論を述べた。包括の専門職による医

療機関との連携実践を促進するためには，「認知症専門医療機関への受診方法」「認知

症の診断方法」に関する知識を高めるとともに，多職種間で認知症者の受診事例を協

議する場（会議など）を設けることが求められた。また現在国策として推進されてい

る「かかりつけ医認知症対応力向上研修」は包括との連携に直接的な関連を示さず，

受診に対する医師の意識向上を目指した新たな取り組みが求められた。さらに，「認知

症疾患医療センター」の設置や認知症関連学会による「認定専門医」の養成の有用性

が定量的に明らかになり，今後の認知症施策の方向性が提示できた。 
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